





























るのは明らかな 「文字の誤り」 だけで あとはすべて鉛筆による 「疑問」の形で解決してもらいます。 出版社の校閲の仕事は大きく分けて、 文字の誤りを直すことと、 ストーリー上 前後 矛盾、 事実 反する記述など、 内容の間違いを直すことです。　
先ほど常用漢字が二千百三十六字になったというお話がありました
が、 出版社にとっ ては、 常用漢字が何 になっ ても本当は何の関係もないのです。 つまり、 ど ような字でも使えるからです。　
一般向けの本では、 著者が書いてくれば、 その字が常用漢字だろうが
表外字だろうが、 その ま活字にしてしまいます。 もちろん、 誤字 直します。 著者が 「誤字」 と書くべきところ 「娯字」 と書いてき ら 正しく直します。　
常用漢字であるか、 常用漢字でないか、 どこで扱いが違うかというと、





いきなり 「噓」 と 「嘘」 が出てきますが、 「噓」 が正字です。 これがどう
して正字かは実は微妙な話なのです。 正字の基準とされる 『康熙字典』には 「嘘」 が載っ ているからです （図
1） 。 それにもかかわらず、 「噓」 が正
字であるとするのは厳密にいえばおか な話なのです。しかし 『康熙字典』 の虍部には 「虚」 ではなくて 「虛載っ ているので、 これに合わせて、 口部の 「うそ」 も 「噓」 を正字としています。 ですから、 「うそ」 は自動的に 「噓」という字を使 ということになります。　
送り仮名の場合は扱いが


















と送るか、 「少い」 と送るかというような場合は、 著者がどちらを書いてきてもそれで
OK
にしています。 送り仮名については、 国が決めた 「送
り仮名の付け方」 にはこだわらずに著者の使っ ているとおりに本にします。　
漢字には使い分けがあります。 しかし、 訓読の使い分けというものは
便宜的に定めたも がほとんどです。 だから、 使い分けの基準に従って漢字を直すということはほとんど行いません。 例えば体重を 「はか 」というときに計量の 「量」 を使うのか、 計測の 「測」 を使 か、 あるいは計量の 「計」 を使う か。 実際に文章を書くときは非常 悩みますが、結論をいえば、 どれを使っ ても構わない　
以上の送り仮名、 漢字の使い分けでも、 例えば 「すくない」 の場合、
「な」 を送ったり送らなかったり、 それがランダムに出てきているような場合は、 どちらかにした方がより良いのではないかというサジェ スショ ンを出すこともあります。　
それに対して、 内容に関する疑問は以前にくらべて非常に増えてい
ます。 これは、 ほとんどの著者がワープロで原稿を書いてくるようになったからです。 原稿が手書きで書 れていたときは書きなぐった悪筆の原稿を読むこと自体が重要な問題だったのですが、 現在ではどちらいうと内容のほうが校閲の主要な仕事にな ました。　
例えば、 ある作家が書いた小説に、 「京都の大文字山から京都の市
街にいる知り合いに対して手を振った。 そう ると知り合いが気が付いて、 『ああ、 ○○さん』 言っ て手を振り返した」 いうものがあ ました。 大文字山から京都の市街にいる人 見えるわけがなく、 さらにそれを見て、 「ああ、 ○○さん」 と言って手を振れ も い そう書いてき しまうわけです。 それ 対し 、 仕方がない ら疑問を出します。 でも 修正のしよ がな し、 このまま残せばやはりおかし の
で、 対処には非常に困るわけです。　
あるいは 「フランクリン・ルーズベルト大統領は子ども時代には女の







読めるのですが、 これは 「さくじつわたくしはでかにおびやかされた」 とも読めます。 このように日本語はどう読んでも いのです。 すべ がどう読んでもい いわけではないのですが、 さまざまな選択肢があります。　





















つまり、 コンピ ュ ータが進化したために、 どんな字でも簡単に画面上に出せるし、 印刷もできるようになったのです。 活版の時代には文字を作ることは技術的にも費用の面でも大変だったので一定の歯止めがありま
した。 しかし、 現在ではその歯止めがなくなってしまったた 、 過去に一度でも文献に書かれたものはみんな漢字だと考えてまうことが可能になっのです。　
さらにいろいろな人が





きうお」 と読みます。 これを短編小説のタイトルになさったものですから、 やっかいなことになりまし 。 これはJIS第三 ・ 第四水準の今の基準でいえば新し JISが出てきたら入ることになり す。  　































日本独特の異体字として典型的なのが、 「第一」 、 「第二」 の 「㐧 （だい） 」
です。 これは、 中国には全く同じものが今のところ見つかっ ていないと思います。 しかし日本人なら誰でも知っ ています。 なおかつ学校では絶対に教えないものです。 しかもこの字は、 例えば道路標識にまで載っています。 「第二京浜国道」 にこの字が書いてあるそうで、 この写真がウェ ブ上で見られます。  㐧
　
日本独自の漢字の使い方としては、 「弇」 が典型的だ 思います。 こ
れは中国にあるちゃんとした漢字で、 「エン」 と読み、 「覆う」 「深い」 などの意味があります。 小さなマンホールの金属製 蓋のような のを 「ハンドホール」 というそうです。 これは道路を観察 ていると沢山あります。 東京都が戦後に作った少し古い水道管に附属 るものに 「制水弇」 と書いてあります。 もう少し新しくなると 「制水弁」 となります。「弇」 は 「弁」 の異体字なのですかね。　
「制水弇」 と書いたハ ンドホールは東京都板橋区の我が家の近くに今
も残っ ていま （図
3） 。 私が子どものときに、 家の庭にこの 「制水弇」 と
書かれたものがありました。 長いこ 、 読み方を知りたかった が、
誰も教えてくれないし、何を見ても答えが出ていないのです。 もちろん中国の辞書にも出ていないし、日本最大の漢和辞典である 『大漢和辞典』 に 出ていません。　
そうしたら、 戦前版の
平凡社の 『大百科事典』 の索引の 「ベ ン」 のところにこの字が載っていたのです本文を見たら 「ヴァルヴを見よ」 と書い あります。 「ヴァルヴ」 にこの漢字が当ててある です。 ですから多分、 日本の理科系のヴァルヴなどを扱っ ている人は当時この字を使っ ていたのです。 「弇」 はやはり 「ベ ン」 と読むのです。 これは恐 く 合わせて使う弁 な そこから作られた字で、 実際には国字に近いものなの 。 私はこうした字を知るために『新潮日本語漢字辞典』 を作りました。  弇
　
他に、 身近な日本独特の用法といえば、 「町」 がそうです。 町を 「ま
































す。 しかも、 常用音訓以外の使い方も実際には多数あります。 「埴生」 を「はにゅう」 、 「生方」 を 「うぶかた」 、 「壬生」 を 「みぶ」 と読むのはすべて常用漢字表に出ていない表外音訓です。　
字音も
三種類あります。 たとえば 「行」 。 漢音では 「コウ」 （行進の 「こ
う」 ） 、 呉音では 「ギョウ」 （行列の 「ぎょう」 ） 、 そして唐音では 「アン」 （行脚の 「あん」 ） と
三通りで、 しかも常用漢字の音訓表にも載っ ています。
日本語ではこ な使い分けをいろいろしています。　
さらに、 熟字訓は っと自由度が高い世界です。 「今日」 を 「きょう」 、
「明日」 を 「あす、 あした」 と読むのも熟字訓ですし、 「義父」 や 「亡父」を 「ちち」 と読むのも熟字訓です。　
たとえば、 「生命」 を 「いのち」 、 「運命」 を 「さだめ」 と読むのは誰でも
知っ ていますが、 これは一般の辞典 は全く無視されています。　
日本語の表記法には、 近代化以前のさまざまな要素 残っ ています。
この自由度こそが日本語の漢字 最大の特徴なの す。　
こうした日本の漢字を使って、 いろいろな形で遊ぶことができるので
す。 外国 方が日本語で漢字を学ぶには 初 ハードルが大変に高 と思うのですが、 漢字の世界で遊び始めると、 こんなに楽しいものはありません。 麻雀に似ていますね。 麻雀もなかなかルールを覚えられないけ
れど、 覚えて使えるようになるとこんなに面白いゲームはないのです。　
テレビのクイズ番組はほとんど漢字クイズになっ てしまいました。 とに
かくどのチャンネルを見ても、 漢字クイズ番組と銘打たなければいけないのではないかと思うような番組が極めて多いのです。　
漢字が嫌いな方も沢山おられると思いますが、 多くの日本人は漢字
が大好きなようです。
